
第５回 一関地区広域行政組合 

一般廃棄物処理施設整備検討委員会 

次 第 

  日時 令和２年３月25日（水）   

午前10時～11時30分    

場所 一関市役所３階 特別会議室 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 報  告 

 ３月開催予定住民説明会の延期について 

４ 協  議 

 施設整備基本方針について

 候補地の絞り込み方法について

 建設場所の検討状況について

 リサイクル施設の整備方針について

 視察について

 その他

５ そ の 他 

６ 閉  会 
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施設整備基本方針（案） 

一般廃棄物処理施設は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ることを目的とした適

正処理が求められてきた。 

さらに、近年では処理技術の進歩及び循環型社会の進展から、廃棄物の処理過程で発生する

エネルギーの高効率回収や災害対策の強化に資する施設としての役割も高まっている。 

このような状況を踏まえ、新施設整備の基本方針を次のとおり設定する。 

１ エネルギー回収型一般廃棄物処理施設（新処理施設） 

 安定性に優れた安全な施設 

・ 信頼性の高い技術や工法を取り入れ、施設の運営及び維持管理において安定性に

優れた安全な施設 

・ 耐久性に優れ、廃棄物を長期間にわたり安定的に処理できる施設 

 環境に配慮した施設 

・ 環境負荷の低減と施設周辺の生活環境の保全に配慮した施設 

・ 廃棄物の適正処理や環境保全の啓発・学習にも活用できる施設 

 廃棄物を資源として活用できる施設 

・ 廃棄物をエネルギー資源やリサイクル資源として活用できる施設 

 災害に強い施設 

・ 災害時でも稼働し、災害廃棄物を受け入れられる施設 

 経済性に優れた施設 

・ 建設から維持管理までの費用対効果の面で経済性に優れた施設 

２ 新最終処分場 

 安定性に優れた安全な施設 

・ 信頼性の高い技術や工法を取り入れ、施設の運営及び維持管理において安定性に

優れた安全な施設 

・ 耐久性に優れ、廃棄物を長期間にわたり安定的に処理できる施設 

 環境に配慮した施設 

 ・ 環境負荷の低減と施設周辺の生活環境の保全に配慮した施設 

・ 廃棄物の適正処理や環境保全の啓発・学習にも活用できる施設 

 災害に強い施設 

・ 災害時でも稼働し、災害廃棄物を受け入れられる施設 

 経済性に優れた施設 

・ 建設から維持管理までの費用対効果の面で経済性に優れた施設 
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候補地の絞り込み方法（案）

エネルギー回収型一般廃棄物処理施設、新最終処分場ともそれぞれ４か所の整備候補地から令

和２年度中にそれぞれ１か所の整備予定地を決定するに当たり、候補地の絞り込み方法を次のと

おりとする。 

１ 候補地の絞込み方法 

 比較検討する項目を設定し、数値化できる項目は数値化して比較評価する。 

 数値化できない項目は、利点、課題などを整理して比較評価する。 

  及び の総合評価により候補地の絞り込みを行う。 

２ 比較検討する項目 
 エネルギー回収型一般廃棄物処理施設（新処理施設） 

施設整備基本方針（案） 比較検討する項目 

① 安定性に優れた安全な

施設 

受電環境、給水環境 

その他考慮すべき事項 

② 環境に配慮した施設 
交通安全、景観との調和 

その他考慮すべき事項 

③ 廃棄物を資源として活

用できる施設 
資源の活用先、その他考慮すべき事項 

④ 災害に強い施設 
想定される災害の種類、施設建設の阻害要因 

その他考慮すべき事項 

⑤ 経済性に優れた施設 

造成費・取付道路整備費・用地取得費などの初期費

用、運転管理費・収集運搬費などの維持費用 

その他考慮すべき事項 

⑥ その他 

総合計画・土地利用計画との整合性 

利用者の利便性 

協働による地域づくり 

その他考慮すべき事項 

 新最終処分場  

施設整備基本方針（案） 比較検討する項目 

① 安定性に優れた安全な

施設 

受電環境、給水環境 

その他考慮すべき事項 

② 環境に配慮した施設 
交通安全、排水環境、景観との調和 

その他考慮すべき事項 

③ 災害に強い施設 
想定される災害の種類、施設建設の阻害要因 

その他考慮すべき事項 

④ 経済性に優れた施設 

造成費・取付道路整備費・用地取得費などの初期費

用、運転管理費・運搬費などの維持費用 

その他考慮すべき事項 

⑤ その他

総合計画・土地利用計画との整合性 

利用者の利便性 

協働による地域づくり 

その他考慮すべき事項



 資料３  
                        第５回施設整備検討委員会資料 

1 

リサイクル施設の整備方針について 

１ 既存施設の状況 

 施設の概要 

施 設 名 
一関清掃センター 
リサイクルプラザ 

大東清掃センター 
粗大ごみ処理施設 

竣  工 平成 14 年 11 月 平成 11 年８月 

整 備 費 1,372,350 千円 1,197,223 千円 

処理能力 33ｔ/５ｈ 18ｔ/５ｈ 

処理対象 

・不燃ごみ 
・不燃粗大ごみ 
・資源ごみ 

ビン 
缶 
ペットボトル 
容器包装プラスチック 
発泡スチロール 

・不燃ごみ 
・不燃粗大ごみ 
・資源ごみ 

ビン 
缶 
ペットボトル 
容器包装プラスチック 
白色食品トレイ 

・可燃粗大ごみ 

年間処理量 2,445ｔ/年 1,354ｔ/年 

備  考  焼却施設と一体 

 処理状況 

種別
現状 計画 

収集 

主な処理方法 出荷先・ 

一関 大東 破砕 混入物除去 分別 減容化 梱包 最終処分

資源 びん ○  ○ 色別   容リ協※2 

 ペットボトル ○  ○  圧縮 ○ 容リ協 

 容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ ○  ○  圧縮 ○ 容リ協 

 発泡ｽﾁﾛｰﾙ 白色ﾄﾚｲ ○  ○  溶解 ○ 地元業者/容リ協

 缶 ○  ○ 素材別 圧縮  地元業者 

※1 紙 ○  ○   ○ 地元業者 

不燃 不燃 ○   資源ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ   最終処分場 

不燃粗大  ○  資源ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ   最終処分場 

可燃   可燃粗大  ○      焼却施設 

※1 一関清掃センター管内の紙資源ごみは、収集後にリサイクル施設を介さず業者へ 
※2 容リ協：容器包装リサイクル協会 

 稼働状況（稼働日数を 245 日とした場合） 

① 一関清掃センター 

不燃 不燃粗大 びん 缶 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
容器包装 
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 発泡ｽﾁﾛｰﾙ 計 

処理能力 
(t/5h) 

16.6 11.2 2.5 1.6 0.5 0.6 0.05 33.05

H30 搬入量
(t/y) 

974.98 255.59 591.76 162.18 146.93 313.6 2,445.04

稼働率 24.0% 9.3% 96.6% 41.4% 119.9% 196.9% 30.2%

② 大東清掃センター 

不燃 可燃粗大 不燃粗大 びん 缶 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
容器包装 
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 計 

処理能力 
(t/5h) 

2.8 2.7 3.4 4.0 4.9 0.2 2.5 20.50

H30 搬入量
(t/y) 

487.58 396.65 119.69 411.43 99.96 88.27 147.42 1,751.00

稼働率 71.1% 60.0% 14.4% 42.0% 8.3% 180.1% 24.1% 34.9%
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２ 検討事項 

 分別方法と住民サービス、各市町のリサイクルに対する施策との連携 

 収集方法と住民サービス、各市町のリサイクルに対する施策との連携 

 施設統合の必要性 

 民間業者の活用の可能性 

 既存施設の用途廃止の可否 

※ 環境大臣への報告をもって補助金返還を要せず施設の処分が可能な場合の条件：当該事

業に係る社会資源が充足し、経過年数 10 年以上の場合（「環境省所管の補助金等で取得した

財産の処分承認基準」（平成 20年 5月 15 日大臣官房会計課長）） 

※ 施設の耐用年数：38 年（工場用鉄筋コンクリート造の建物、「減価償却資産の耐用年数に

関する省令」（昭和 40 年大蔵省令第 15号）） 

 既存施設廃止後の利活用方法、解体費用等 

(参考) 地方債の償還状況 

① 一関清掃センター（リサイクル施設災害復旧） 令和４年３月償還完了 

② 大東清掃センター（ストックヤード等建設）  令和５年９月償還完了 

３ 整備時期の判断の要点 

性能が必要十分に発揮されているか 

部品や設備の交換頻度と修繕費のバランス 

交換部品の調達の困難具合 

施設集約による効率化 

４ 施設整備方法 

・ 整備方法の検討 

リサイクル施設について、一般廃棄物処理基本計画では、「現施設を維持管理し、当面は安

定的な処理を推進していくが、将来的な整備方法についても検討する」としている。 

また、廃棄物処理基本構想では、「現段階においては、現行の処理体制を維持する（①）が、

エネルギー回収型一般廃棄物処理施設の整備を計画する上では、以下の２パターン（②、③）

の整備方法についても検討する必要がある」としている。 

以上のことから、次の３つの方法を基本として検討する。 

① 現行の処理体制を継続

② 新処理施設整備に併せ、大東のリサイクル施設を廃止し、現在の一関のリサイクル施設

を基幹的設備改良 

③ 新処理施設の整備に併せ、新設 
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視察について 

 施設整備の検討を進めるに当たり、以下の方法のいずれか又は組み合わせにより視察等を実施

する。 

１ 他市町村への視察 

 実施時期  ５月実施を想定

 【課題】新型コロナウイルスの終息状況による。

 視察先 別紙一覧のとおり

 日 程  

① 県内または東北圏内：日帰り（２施設程度）

  ② 関東、その他の地域：１泊２日（１～２施設）

 内 容

   処理方式や余熱活用方法の具体的な内容、課題や利点等を視察する。

   →着眼点について、事務局で項目を整理する。

２ 管内施設の視察 

 実施時期  ４月実施を想定

 視察先

  ① 一関清掃センター焼却施設、リサイクル施設

② 大東清掃センター焼却施設、粗大ごみ処理施設

 日 程  ４月中に半日程度、時間を確保し実施

 内 容

   処理方式等について理解を深める。

→着眼点について、事務局で項目を整理する。

３ 学習会 

 実施時期  ４月または５月実施を想定

 内 容 

・ 視聴覚資料（ＤＶＤ、パワーポイント等）による学習会

  ・ 専門家による講義を想定

 ・ 処理方式等について理解を深める。


